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写真=なごやかに極力テス ト

婦人会で体力テスト

自分の体力はどの程度なのだろうか。

今金町連合婦人会ては、 3月1日青少年会館て壮年体力

テストを実施しま Lた。

この日は、町内から約700名の主婦が集まり、はち

まき姿てジグザグドリプルや垂直どびなど5種目のテ

ストに真剣そのも の。

40代のノ_1;'20f'Cの体力ど太鼓判を押されるなど笑い

カ九、つIi、、て'し た。

世帯と人口 世帯数 2，870人口11，676 (男5，680女5，9田)45.2.28現在



事
六
百
八
十
九
万
円
、
災
害
復

旧
工
事
千
八
百
二
万
円
な
ど
を

は
じ
め
、
青
少
年
の
要
望
と
町

民
の
協
力
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

た
背
中
年
会
館
に
千
八
百
二
万

円
、
神
丘
福
祉
会
館
建
設
助
成

百
五
十
万
円
、

一し
尿
処
理
組
合

貞
担
金
二
百
六
十
四
万
円
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
教
育
指
で
も
今

金
小
の
改
築
に
伴
う
艶
地
政
二

百
万
円
、
人
東
教
員
住
宅
、
日

進
特
別
教
室
建
設
四
百
五
十
八

万
円
・
各
学
校
の
校
舎
整
備
二

百
七
十
三
万
円
な
ど
投
入
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
黒

字
は
、
九
十
八
万
五
ゴ
四
百
五

十
五
円
で
、
こ
の
う
ち
五
十
万

円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
立
て

ら
れ
、
四
十
八
万
五
千
四
百
五

十
五
円
が
習
年
度
に
繰
越
さ
れ

ま
し
た
。
四
十
二
年
度
に
比
較

し
て
黒
字
の
少
な
い
の
は
、
画

期
的
な
事
援
を
積
極
的
に
推
進

し
た
た
め
で
す
。

性
質
別
を
み
ま
す
と
、
投
資

的
経
費
は
一
億
九
千
百
五
十
万

四
千
円
で
四
十
・
七
百
月
を
占
吃

て
お
り
、
物
件
費
な
ど
の
一
般

行
政
経
費
が
二
十
二
・
三
%
、

人
件
費
が
二
十
・

八

%
、
公
債

曲
目
中
ハ
・
四
対
、
積
立
金
五
・
五

百
月
、
そ
の
他
四
・
三
dmと
な
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
国
十
三
年
度
今
金
町
一
般
・
特
別
会
計
の
決
算
は

決
算
特
別
委
民
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
三
月
十

一一
日
招
集
の
第
一
固
定
例
町
議
会
世
一
原
案
ど
お
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

-
般
会
計
の
お
も
な
内
容
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
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投資的経費に 191，504千円

守85.455阿

ー般会計で 985千円の黒字

度
に
収
納
さ
れ
た
結
果
、
総
額

四
億
七
千
百
七
十
万
四
千
一
円

で
、
収
入
割
合
は
九
十
九
・
八

が
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
出
で
は
、
消

費
的
経
費
を
極
力
節
減
し
て
、

計
画
し
た
絡
事
業
は
順
調
に
進

め
ら
れ
、
歳
出
総
額
は
四
億
七

千
七
十
一
万
八
千
五
百
四
十
六

円
で
予
算
に
対
す
る
執
行
率
は

九
十
九
・
七
dmと
な
っ
て
い
ま

す。
お
も
な
事
業
と
し
て
は
、
農

業
構
造
改
善
事
業
補
助
四
千
九

百
十
七
万
円
、
盛
田
、
金
原
線

i
l

ili-
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神
沢
線
林
道
工
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軍
主
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事
六
百
八
十
九

万
円
、
畑
の
沢

飲
料
水
施
設
補

駒
二
百
五
十
万

円
、
地
域
特
産

操
業
推
進
事
梁

補
防
五
百
五
十

ハ
万
円
、
駅
前

広
場
工
事
八
百

十
一
万
円
、
大

和
線
側
溝
新
設

工
事
三
百
二
十

六
万
円
、
第
二

幹
線
川
改
修
工

昭和 43年度決算/

昭
和
国
十
三
年
度
は
、
既
定

行
政
経
費
の
節
減
に
努
め
て
健

全
財
政
を
維
持
す
る
と
と
も
に

、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
・

畜
・
林
業
の
器
拡
盤
備
を
は
じ

め
、
道
路
網
の
盤
側
、
稿
祉
施

設
の
充
実
、
金
活
環
境
の
向
上

智
少
年
対
策
な
ど
一
連
の
町
づ

く
り
を
重
点
施
策
に
積
極
的
に

推
進
し
ま
し
九
。

歳
入
の
面
で
は
、
農
作
物
の

豊
作
に
も
恵
ま
れ
、
町
税
収
入

車
は
九
十
七
・
六
%
と
好
結
果

を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
園
、
道

の
補
朗
金
、
交
付
金
な
ど
も
満

殺入歳出差3'1

般会計決算

( 2.5 %) 

Zf.872千円 (5.3%) 

27.812千円 (5. q耳、

30.298千阿 ( 6. 4 %) 

(14.3 %) 

(14.8%) 

(1.3%) 

(0.6%) 

( 0.6 J(，) 

( 1. b "/.) 

336.140円

1.654.468円

1.318.328円

445.358円

7.650.372円

7.205.014円

2.910.139円

83.932.649円

81.022.510円

3.418.923円

62.254.016円

65.672.939円

4-70，7 (守平岡

2.303干ロ1

3.000乎開

τ75S干円

10.bH千円

11. 842子肉

言十

国民健康保険金計施設勘定

国民健康保険金計事業勘定
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繰出生

江主貴

君臨書置

清 防 雷

望書檀111貴

民生責

主 憤 貫

工 本 質

&!:胃責

総務費

歳入

歳出

差引不足額

歳出

2十

残

入

出

簡易1f.道事業会計
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残

出

入

号|

会

ヲl

特

歳

差

歳

支

収

差

歳

歳

場と

φ戸1
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農
業
に
従
事
す
る
お
お
む
ね

十
八
成
末
満
の
中
学
校
卒
業

q

マ
募
集
人
員
約
三
十
名

マ
入
闘
手
続
き

四
月
十
五
日
ま
で
に
願

mm

〈
役
場
産
業
課
に
あ
る
〉
を
添

え
て
学
園
長
に
提
出
す
る
。

マ
修
業
年
限
ニ
カ
年

V
経

費
授
業
料
は
無
料
、
た
だ
し
、

合
宿
平
面
接
指
導
等
の
宿
泊
そ

の
他
に
要
す
る
経
費
は
、
学
問
州

生
の
負
担
と
す
る
。

マ

手

当

奨
学
手
当
ハ
年
額
二
千
円
)

と
被
服
手
当
〈
年
額
千
円
)
を

支
給
す
る
。

し
も
農
業
学
同
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

こ
の
民
草
学
閣
は
、
附
和
凶

十
年
か
ら
日
昨
年
間
閲
さ
れ
、
働

き
な
が
ら
学
べ
る
通
信
教
育
、

合
宿
軸
背
と
し
て
親
し
ま
れ
て

お
り
、
現
税
ま
で
に
六
十
名
の

貴
重
な
農
業
後
継
者
を
送
り
出

し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
入
学
直
後
に
青

少
年
会
館
で
の
合
宿
を
計
画
し

て
お
り
、
楽
し
い
学
園
と
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

募
集
要
綱
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、

詳
し
い
こ
と
は
役
場
産

業
諜
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、。L
 マ

入
学
資
栴

農
業
を

近
代
化
し

豊
か
な
町

を
建
設
す

る
た
め
.

良
村
背
少

年
に
農
業

経
営
及
び

農
家
生
存
市

に
必
要
な

知
識
主
技

術
を
習
得

さ
せ
、
す

ぐ
れ
た
農

業
後
継
者

を
育
て
よ

う
と
、
町

で
は
こ
と
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生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど

ー

山
村
振
興
の
特
開
事
業
決
ま
る

1

すぐれた農業後継者に

一農業学園生募集中一

十
万
七
千
円
(
園
、
道
補
助
七

十
J

月
)
経
営
近
代
化
施
設
の
撃

備
と
し
て
馬
鈴
蒋
集
荷
所
建
設

一
カ
所
に
千
六
百
万
円
(
同
六

十
%
)

そ
れ
に
、

環
境
整
備
で
は
、

簡
易
給
水
施
設
七
カ
所
、
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
三
カ
所
、

生
活
改
善
サ
ー
ビ
ス
カ
l
一
台

の
購
入
な
ど
で
四
千
五
百
三
十

五
万
六
千
円
〈
同
六
十
ガ
〉
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
四
十
五
年
度
実
施

分
と
し
て
は
、
鈴
金
地
区
に
生

活
改
普
セ
ン
タ
ー
(
プ

ロ
ッ
ク

平
屋
建
二
百
六
十
五
平
方

M
、

九
百
五
万
円
)
が
建
設
さ
九
、

こ
の
地
区
の
各
極
行
事
、
講
習

会
、
部
落
集
会
、
共
同
給
食
や

季
節
保
育
所
な
ど
多
目
的
に
活

用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
新
生
、
八
束
、
稲
稿

告
地
区
に
簡
易
給
水
施
設
(
七

百
六
十
六
万
五
千
円
)
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
二
十

一
戸

の
農
家
が
長
年
水
質
の
悪
い
地

F
水
平
沢
水
を
利
用
し
て
い
た

不
使
も
解
消
さ
れ
衛
生
的
に
も

安
心
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

町
は
、
山
村
振
興
法
に
よ
る
振
興
山
村
地
域
と
し
て
昨
年

十
二
月
に
国
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
特
別

開
発
事
業
実
施
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

う
な
総
合
的
な
施
策
の

一
環
と

し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、

四

十
五
年
度
を
初
年
度
と
し
、
四

十
八
年
度
ま
で
の
四
カ
年
聞
に

七
千
二
百
九
十
六
万
三
千
円
を

投
入
し
て
生
産
誌
盤
平
生
活
環

境
の
絡
備
に
あ
て
ら
れ
ま
す。

事
業
の
概
山
町
は
、
暗
渠
排
水

ニ
カ
所
、
小
規
模
林
道
ニ
カ
所

な
ど
生
産
法
税
軽
備
に
千
百
六

周
年
間
に
七
千
万
円

の

事

業

を

実

施

山
村
振
興
法
と
は
、
経
済
的

文
化
的
に
立
ち
お
く
れ
て
い
る

地
域
を
国
が
助
成
し
て
、
各
種

の
施
策
を
優
先
的
に
行
な
い
、

地
域
格
差
を
を
な
く
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

特
別
開
発
事
業
は
、
こ
の
よ

=
!
i
i
i
i
z
 

③
返
務
方
法
元
企
均
等
割

賦
方
式
に
よ
9
毎
月
払
い

マ
貸
付
者
決
定
者
法

四
十
四
年
か
ら
従
前
の
拙
せ

ん
方
法
が
改
め
ら
れ
、
選
考
に

よ
り
申
し
込
み

適
格
者
全
員
が

貸
し
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、

四
十
五
年
度
も

こ
の
方
法
に
よ
る
も
り
と
恩
わ

れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場

建
設
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
融
資
を

受
け
て
建
設
で
き
る
住
宅
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
造
り
な
ど
の
簡
易
耐

火
構
造
以
上
の
防
火
住
宅
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
七

月
に
制
度
が
改

め
ら
れ
、

木
造

⑨

木

造

住

宅

て

も

住
宅
で
も
防
火

性
能
を
も
っ
防

融

資

が

受

け

ら

れ

ま

す

⑨

柑市
住
宅
で
あ
れ

ば
融
資
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

受
け
付
け
は
、
四
月
中
旬
か

ら
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、

融
資
条
件
〈
木
造
〉
は
次
の
と

お
り
で
す
。

マ
貸
付
金
の
限
度

四
十
四
年
度
は
、
二
一
戸
当
た

り
九
十
四
万
円
ま
で
そ
の
住
宅

の
面
積
規
模
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
四
十
五
年
度
は
若

役
所
を
相
手
の
苦
情
や
相

一

談
そ
れ
に
意
見
な
ど
の
申
し

出
が
気
が
る
に
で
き
る
よ
う

こ
の
た
び
役
場
窓
口
に

「

行
政
相
談
箱
」
(
写
真
)
を

備
え
ま
し
た
。

投
融
聞
は
、
行
政
相
談
員
の

津
島
一
良
さ
ん
〈
今
金
八
幡

宮
宮
司
・
電
話
ニ

l
O九
O

七
)
が
責
任
を
も
っ
て
岡
談

に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す
。

ど
し
ど
し
ど
利
用
く
だ
さ
い

お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

干
増
額
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

マ
貸
付
金
の
利
率
、
返
済
期
間

返
済
方
法

①
刺
率
年
五
分
王
座

②
返
済
期
間
十
八
年
以
内
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「
暖
か
い
思
い
や

A

り
と

正
し
い
し
つ
け
を
し

1す区
こ
と
し
も
、
卒
業
シ
ー
ズ
ン

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
気
が
か
り
な
の

は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
り
ま

す
と
少
年
の
非
行
が
ふ
え
る
こ

と
で
す
。
特
に
、
卒
業
す
る
こ

ど
も
さ
ん
が
学
校
を
は
な
れ
る

解
放
感
か
ら
、
飲
食
、
喫
価
問
、

遊
ぶ
金
ほ
し
さ
の
皆
川
み
や
お
ど

し
と
い
っ
た
不
良
行
為
平
忠
克

な
犯
搾
ま
で
お
き
て
い
ま
す
。

最
近
、
金
づ
か
い
が
あ
ら
く

な
っ
た
、
こ
っ
そ
り
タ
バ
コ
を

す
う
、
酒
を
飲
む
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
不
良
仲
間

の
さ
そ
い
に
の
り
や
す
い
の
も

こ
の
時
期
で
す
。
友
だ
ち
つ
き

あ
い
に
も
十
分
%
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
本
梁
間
は
と
か
〈
気

の
落
ち
つ
か
な
い
と
き
で
す
。

郵便物には

= 必ず郵便番号を

咋
年
七
月
か

ら
、
す
べ
て
の

郵
便
物
に
郵
何

番
号
を
臼
入
す

る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、

ま
だ
記
入
さ
れ

て
い
な
い
も
の

が
相
当
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

区
分
作
業
の

そ
の
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
感
情
的
に
な
り
「
家
出
」

と
い
っ
た
こ
と
も
お
き
が
ち
で

す。「
非
行
」
と
か
「
家
出
」
と
い

っ
た
問
題
を
お
こ
さ
な
い
た
め

に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
両
親

の
暖
か
い
思
い
や
り
と
、
家
庭

で
の
正
し
い
し
つ
け
が
必
甜
で

す
。
こ
ど
も
さ
ん
を
い
つ
も
暖

か
い
目
で
昆
ま
も
り
、
訓
行
に

お
も
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

能
率
を
あ
げ
先
送
を
早
め
る
た

め
こ
と
し
末
ま
で
に
全
国
で
十

八
カ
所
、
二
十
一
台
の
郵
便
区

分
機
が
フ
ル
迎
転
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
制
問
使
が
円
「
く

主
確
に
応
〈
ょ
う
お
手
数
で
も

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

さ
き
に
枠
さ
ま
の
ご
家
庭
に

全
国
版
の
郵
舵
酢
号
締
を
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
(
今
金
郵
便
局
〉

J 

町

章

パ

ッ

チ

を

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

M
M

今
金
町
民
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
誇
り
を
も
え
う
M
M

と、

町
で
は
、
昨
年
九
月
町
立
パ
ジ

チ
(
え
り
な
)
を
作
成

L
ま
し

た
が
、
目
貯
訴
な
た
め
再
び
あ
っ

せ
ん
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

川
川
色
仕
上
げ
の
純
銀
台
に
金

保
り
の
マ

l
ク
を
配
し
、
直
径

は
十
二
ミ
リ
。

希
望
者
は
、
四
月
二
十
日
ま

で
に
五
百
円
を
添
え
役
場
総
務

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

警
察
官
の

採
用
試
験
案
内

道
警
本
部
で
は
、
北
極
道
咋
パ

察
官
の
閉
山
間
試
験
を
次
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

マ
照
用
予
定
人
口
二
百
名

マ
受
験
資
棉
昭
和
十
ヘ
年
七

月
二
日
か
ら
附
和
二
十
七
年

七
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子
。

V

試
験
方
法
第
一
次
は
笹
起

試
験
と
身
体
検
査
、
第
二
次

は
口
頭
試
験
と
体
力
検
査
。

マ
第
一
次
試
験
期
日
場
所

阻
月
十
九
日
(
日
〉
、
函
館

市
、
長
万
部
町

詳
細
は
、
北
桧
山
警
察
署
へ

=
マ
男
子

=

応
募
資
格
十
七
歳
以
上

=

二
十
五
歳
未
満

=

待
遇
初
任
給
二
万
五
百

一

円
衣
食
住
無
料
そ
の
他

=

諸
手
当
年
約
十
万
円

に

受

付

常

時

=
マ

女

子

二

資
防
相
待
過
は
男
干
と
同
じ

立

受
付
凶
月
ω

試
験
必
月

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み
オ
仏
正
尚
H
岡
林

E
N干
(
白

(
一
一
月
完
)
石
)
河
内
帥
栄
一

u
笠
間
八
置
干

(
市
町
〉
藤
川
征
一
-H
ホ
ロ
京

子
(
附
迎
町
)
中
居
実
u
西
川

作
枝
〔
町
民
町
〉
九
石
満
治
目

小
川
洋
子
(
末
広
町
〉
河
端
芳

キ
"
佐
々
木
川
州
千
(
八
束
)

ロ
死
亡
五
名

西
雪
苔
代
松
臼
(
金
原
)
伊
藤

カ
セ
刊
〈
住
吉
)
久
ケ
沢
長
太

郎
臼
(
八
束
)
杉
林
市
訟
円
引
(

八
束
〉
杉
林
っ
き
制
〈
八
束
〉

園
出
生
十
八
名

古
村
山
正
子
(
教
明
了
御
影
)

滝
沢
千
枚
(
忠
七
L

・
末
広
町
)

川
崎
芳
川
河
品
先
・
神
丘
)

長
谷
川
勝
た
(
版
印
・
川
代
)

湯
浅
征
孝
(
捷
一

・
末
広
町
)

小
野
点
一
ニ
(
貞
雄

・
神
正
)

安
維
峠
千
(
信
孝
・
神
戸
江
)

税
引
仲
行
(
ヰ

・
南
町
)

桑
原
市
川
首
(
岱
犬

・
緑
町
)

諸
戸
栄
子

(
E洋
円

・
金
山
〉

加
藤
竜
二
」
h

政
宰
緑
町
)

久
保
凶
耶
樹
(
先
師

・
京
町
)

小
島
竜
二
(
宜
雌

・
柳
町
)

千
葉
山
積
干
(
務

・
稲
川
)

郷
司
昌
也
(
公
雄

・
緑
町
)

白
お
江
利
子
(
利
勝
神
丘
)

納
谷
順
子
、
捻
・
南
栄
町
)

鈴
木
長
江
(
忠
夫

・
花
石
〉

図
婚
姻
八
組

阿
部
誠
E
本
村
山
臥
干
(
縮
刷
柑
)

竹
内
附

E
u
金
仲
子
(
鈴
企
)

"'r 

= 

「
広
報
い
ま
か
ね
」
を
よ

り
町
民
の
み
な
さ
ん
と
親

し
み
の
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
係
で
は
読
者
の
戸
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
に
つ
い
て
気
つ
い

た
点
、
町
の
話
題
、
写
真

な
と
役
場
企
両
宣
ま
で
お

よ
往
く
ど
さ
い
。


